
はじめに

　みなさん、おはようございます。今、過分なご紹

介をいただきましたが、関西よりまいりました、菱

田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　実は静岡県は、古墳研究の盛んなメッカの一つで

あると言っていいと思います。

　私どもも、よく学生のゼミとかしておりますと、

静岡県での様々な古墳の研究が、そういう学生の参

考文献としてあがっているということが、頻繁にあ

るのですけれども、今日はそういう、こちらでの古

墳研究をリードされている皆さんとご一緒に、こう

いう機会で話をさせていただけることになりました

こと、大変感謝しております。また素材になりまし

た中原 4 号墳ですが、勉強させていただくと、こん

なに面白い古墳があったのか、と目から鱗でして、

この地域、駿河国富士郡というのがこんなに面白い

場所だったのか、ということを痛感いたしました。

その、どう面白いか、ということを今日お話をして

いくことになるわけですが、このあとのお話の中で

もおそらく当時の王権、大和にだいたい宮がありま

すが、そういう王権との関係というようなことが、

この後たびたび出てこようかと思います。

　そのためにもまず、そういう王権の周辺でどうい

う事が起こってきているのか、それがまた全国にど

ういうふうに影響をおよぼし、あるいは繋がって

いったのか、こういうことにつきまして、少し詳し

くご説明をさせていただいて、ある意味で午後のご

発表に対する一つの地ならしのような形をとらせて

いただければありがたい、というように思っており

ます。

1　5 世紀以降の手工業生産の展開

　日本の国づくりがどのように進んだかというの

は、実はいろいろ議論が分かれておりまして、論者

によっては早い時代、もう 3 世紀の時期、卑弥呼の

時代にはもう国家だ、という方もいらっしゃいます

し、もっと遅くて、律令国家ができる飛鳥の時代に

なって初めて国づくりが整うんだ、という方もい

らっしゃって、百家争鳴の感がございます。しかし

私自身は、今日もこの後主題になります、様々な物

の生産、手工業生産もそうですし、農業生産もそう

ですが、そういう生産であったり開発であったり、

そういうところに着目をすると、だいたい 5 世紀、

古墳時代でいうと中期と呼んでいる時代が、国づく

りにとっては決定的に大きな革新の時期であったの

ではないかと考えております。その評価がいいかど

うかは別にしましても、その 5 世紀を起点にするも

のが、その後のずっと長い歴史の中で基盤になって

いったということは実は動かない事実でありますの
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で、今日はまずその 5 世紀に始まる様々な物作りと

いうものを見ていただければ、と思っております。

　第 150 図は、今の大阪府を真ん中において、右側

に奈良県、右上が京都府に大体あたる関西の主要部

分の地図にあたりますが、その中にこの 5 世紀の段

階に成立してきました主要な生産拠点を地図上にお

としたものです。さきほど、中原 4 号墳の説明の中

で、鍛冶具に注目してください、というお話があり

ました。これは何故かというと、やはり鉄の道具と

いうものは、「鉄は国家なり」という有名な言葉が

あるように国づくりにとっても重要で、武器として

先ず何より軍事力の最先端の技術でもありますし、

また物の生産、物作りにとっても鉄の刃物の類とい

うものは不可欠な重要なものになってまいります。

ですからその鉄の道具を作る鍛冶工房というものは

非常に重要な役割を果たしております。この近畿地

方の事例でいいますと、大阪の柏原市というところ

に大県（オオガタ）遺跡、交野市というところに森

遺跡、それから奈良県天理市というところに布留遺

跡、そして葛城市忍海と御所市の南郷など、いくつ

かの拠点的な鍛冶工房が成立してくることがわかっ

ております。

　第 151 図がその内の大県遺跡の事例になります。

それから第 153 図に、その当時新しく伝わってきた

鍛冶具、五条猫塚古墳で出土しておりますが、こう

いう物を示しました。先ほどのお話をよく聞いてい

らっしゃった方は、あっ、これは鉄鉗だな、という

ことがすぐお分かりになるかと思いますが、実はこ

ういう物が定着するのも、この 5 世紀の初め頃に朝

鮮半島から伝わってきた渡来人による新たな技術な

のですけれども、右側に復元図（第 154 図）を出し

ております。こういった鞴をつかって高温で熱した

鉄を打って刃物などにしていくための道具類が、実

際に遺跡で出ているということになります。こうい

う技術の革新を伴って、そして大規模な生産が行わ

れるようになりました。これが 5 世紀から 6 世紀の

鍛冶工房の様子でして、その生産量の多さってどう

やって測るのかって言いますと、この工房などでは

沢山のスラッグという廃棄物や、この鞴の先端部分

で使われる羽口ですね、この土管の先みたいなもん

ですが、こういうものが遺跡で大量に出土してまい

ります。その出土する量を推移でとると第 152 図の

第 151 図　大県遺跡とその消長 第 152 図　鉄滓と鞴からみた鍛冶工房
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ようになるのですが、5 世紀から 6 世紀にかけて大

量の生産を行っており、そういう主要な拠点的工房

が成立しているってことがわかってきます。5 世紀

に先に近畿地方、畿内で先行しますが、瞬く内に 6

世紀にはこういう鍛冶具の広がり、鍛冶工房の広が

りということで、全国に広がっていくということに

なっていくわけです。

　それから、先ほども中原 4 号墳の出土遺物の紹介

で須恵器がとり上げられていましたが、須恵器の生

産が始まるのも 4 世紀の終わり頃で、ちょうどこの

革新の時期に当たっています。舞台は陶邑という大

阪府南部と千里と呼んでいる大阪の北の 2 箇所、こ

の時期、西日本を中心に須恵器の生産地が確立しま

すが、重要なのは、この後継続的な展開を遂げてい

く大規模生産地が成立するということが大きな特色

になっています。たとえば先ほどの陶邑の窯という

のは、初期の窯だけでも三つの丘陵に跨って存在し

ていて、丘陵全体を、この地区全体を焼き物の窯場

としていこうという計画が最初からあったというこ

とが伺えます（第 155 図）。実際に調査されている

窯の中でもっとも古い TG232 号窯ですが、14 メー

トルほどの範囲に捨てられた失敗品と灰などがおび

ただしい量が出ていて、当初からかなり大規模な生

産を行っているらしいということが判っておりま

す。その初期の須恵器は、朝鮮半島の同時期のもの

に酷似する形態をしております。渡来人の参画を得

て新しい技術が定着したということになります。

　そもそも窯と言うのは、今だとあたりまえなので

すが、たいへん優れた装置でして、斜面にトンネル

を掘ることによって、トンネル効果で勝手に空気が

吸い込まれますから、この中は常に高温を作りだす

ことができます。また、一方から一方へ空気が抜け

ていくので、その焚口の部分をコントロールするこ

とによって、中の空気を酸化の状態にしたり、還元

の状態にしたりというふうにできます。床面や壁が

青く見えているのは還元の状態を長く維持したこと

を示しておりまして、須恵器で見るような青く緻密

な器というものを、簡単にというと語弊があります

が、こういうものを焼き上げることができる装置と

して成立をしてきたということになるわけです。西

日本にかなり広がっていますが、拠点的な窯として

陶邑の窯が成立してくることが重要ということにな

ります。

　面白いのは、そこから 5 世紀の終わりから 6 世紀

にかけての動きなのですが、これが全国各地に広

がっていくという状況が確認されています。玉突き

的な状況もあると思うのですが、高坏の脚の絵を

ずっと並べてみますと（第 156 図）、もともとの陶

邑の形態によく似せて作っているということが解り

ます。静岡県内でも湖西、浜松、磐田、袋井あたり

第 153 図　五条猫塚古墳出土鍛冶具

第 154 図　鞴の復元図 第 155 図　陶邑窯跡群の成立

●印は初期の須恵器窯
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に、それぞれ見つかっているように、かなり点々と

各地であります。もちろん窯跡っていうのは、まだ

見つかっていないものもたくさんありますから、私

自身この 5 世紀の後葉から 6 世紀の初めにかけての

窯場と言うのは、もっとたくさん全国にあっていい

かなと思っております。ですから静岡県の東側にも

及んでいるのではないかという風に想像しておりま

すけれども、こういう生産技術が 5 世紀の早い段階

に、王権の膝元と言っていい近畿地方、畿内で確立

した後に、5世紀から 6世紀にかけて全国的に広がっ

ていくという現象、これは須恵器という焼き物、残

りやすい焼き物ですので、ここからその伝わり方が

よく分かるという状況になっております。

　この時期にはいろんな現象が起こるのですが、玉

作りもその一つです。玉作りもいくつか拠点的な生

産地ができるようなんですが、中でも大和盆地の飛

鳥に近い橿原市の曽我というところで、巨大な玉作

り工房があるということがずいぶん前の調査ですが

解ってまいりました。そこでは様々な地域で産出す

る素材は、近畿地方では滑石が多いんですが、遠方

で産出する琥珀であったり、メノウであったり、あ

るいはヒスイ、水晶であったり、こういう日本各地

で出てくる素材を一箇所で集めて、玉作りをすると

いうことになります（第 157 図）。これも 5 世紀に

なって成立をしてきて、古墳時代の間、6 世紀中位

までは続いているようですが、言ってみればまさし

く王権の膝元、王宮の近くだろうと思いますが、そ

ういう場所で、大規模な玉作り生産をまかなってい

ると考えられます。その後、6 世紀になると今度は

逆に、また出雲の玉作りとかが非常に盛んになって

いて、また適材適所、産地に近いところでの玉作り

に戻ったりもするのですけれども、その 5 世紀の段

第 156 図　5 世紀後半から 6 世紀前半の須恵器地方窯
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階に一つの大きな動きがあります。

　それとよく似た動きが塩作りにあります。これ

も（第 158 図）でご確認いただければと思うのです

が、もともとの塩作り、塩は濃縮した海水を熱して

ひたすら水分をとばして塩を作るというやり方、こ

れ、土器で作るので「土器製塩」という言い方をし

ますが、このやり方は、鉄釜が出来るまでの基本的

なやり方ですけど、その一つの中心的な産地が備讃

瀬戸です。吉備と讃岐ですから岡山県と香川県の間

に挟まる場所で、お年を召した方ならば昭和 40 年

頃まではその辺りたくさん塩田があって、近代でも

塩作りの中心地であったということをご存知だと思

いますが、そういう瀬戸内海で塩作りが弥生から古

墳にかけて盛んだったのですが、その遺跡の消長と

いいますか、盛衰を調べた、香川県の大久保さんの

研究成果なのですが、ちょうど 5 世紀の段階で、衰

退するということが分かっています。ちょうど同じ

時期に活発になるのが大阪湾、淡路などですね。や

はり王権に近い近畿地方での生産が活発になってき

ます。言うならば塩作りも王権の足元での集中的な

生産に、一時期、なってるらしいということがわか

ります。この段階には、小さな小型のカップ型の製

塩土器、大阪湾型といったりしますが、登場してお

ります。これは、後で述べますが、馬を飼うための

牧場にこういう物が運ばれたりしてますので、そう

いう持ち運びも含めて塩の生産とそれから運搬とい

うものを考えた小型の容器が登場するという特色が

あります。岡山の方もこの後また製塩が復活するの

ですが、こういう新たにでき上がった小型丸底の製

塩土器をここで受け入れるという形で、また再開す

ることがわかっています。この備讃瀬戸は、むしろ

6 世紀になりますとさらに大規模な生産になってき

ます。同じ時期、若狭も大規模な生産になってきま

す。これらの生産地は、飛鳥、奈良時代の塩のシェ

アをかなり大きく占めていくということになってい

きます。そういう意味で、一旦 5 世紀の段階で、王

権の足元に塩作りをまとめた後に、6 世紀からまた

各地での生産が復活するというか、また適材適所で

始まる、こういう現象が塩作りで見られます。

　それから、馬の飼育が始まるのも 5 世紀でして、

一番明瞭な例は、大阪平野の東の方になります。大

第 158 図　製塩遺跡の消長

第 157 図　曽我遺跡の玉材料の原産地

第 159 図　製塩炉の変化
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阪平野の真ん中辺、河内のあたりは、もともと湖で

して、その湖にいくつもの川が流れ込む、こういう

低湿地のところに「牧」ができていたようです。

　そういうところにある、大阪の四条畷市蔀屋北遺

跡で大規模な調査が行われた結果、馬を埋葬した土

坑、従来から「おむすび型の土坑」と呼んでいたの

ですが、これ、馬の埋葬だったんだということがわ

かりました（第 160 図）。近くの遺跡では、馬に乗

るための鞍が出てますし、朝鮮半島からの渡来人を

示すものも出土しています。同じ遺跡で先ほどの製

塩土器が大量に埋められたという状況も見つかって

いまして、馬を飼うためにはミネラルとして塩が必

要だという知識も含めて馬を飼い増やすという技術

が伝わり、これが起点になっているということがわ

かります。馬の生産も瞬く内に長野県の伊那谷だっ

たり、さらに東であったりというように各地に広

がっていって、馬を放牧するのに適した土地のある

ところへ、その後 5・6 世紀を通して、瞬くうちに

広がっていくということになります。

　他にもですね、近畿地方ではこういう土木技術が

かなり革新されたようでして、堤を築く技術などが

整えられていったということが遺跡の調査から明ら

かになっています（第 161 図）。

　こういう様々な手工業生産の展開にあわせる様

に、そういった地域の中に伝承上の王宮の所在地を

重ねてみると（第 162 図）、ほぼほぼこの近畿地方、

畿内のエリアの中で様々な王宮が造られていったと

いうことがわかっておりまして、まさに 5 世紀の段

階にこの王権の膝元、後に畿内と呼んでいるエリア

が形成されて、そこでは様々な生産も行われ、そし

て王宮も築かれ、そして王墓、有名な百舌鳥古墳群

や古市古墳群というものがその中におかれますが、

こういう王権の基盤というものが 5 世紀の段階に整

えられていったと言えます。それから、もう一つ先

程来お話してきましたように、その 5 世紀に築きあ

げられた基盤がもとになって、それが各地に伝わっ

ていくという現象が早いところで 5 世紀後半から起

こり、5 世紀から 6 世紀にかけての一つの基調をな

す動きになっていきます。そういう意味で 5 世紀の

段階の、この倭国の中心部分の形成というものは、

その後の日本の列島全体の国づくりにとって非常に

大きなターニングポイントになったんだというよう

に考えております。

第 160 図　蔀屋北遺跡の馬埋葬 第 161 図　久宝寺遺跡の護岸施設および「シガラミ」
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2　ミヤケの設置と地域社会の形成

　次にその 6 世紀の段階にどのようにモノが伝わ

り、そして把握されていったのかということについ

て、少し文献の研究なども参照しながら、お話しを

してまいりたいというように思います。

　これも扱いにくい言葉なんですが、6 世紀代に各

地の拠点におかれた施設として「ミヤケ」というも

のがあったということが知られています。ミヤケと

いうのは「屯倉」と書きますけれど、本来の意味は

「ミ」という尊称に「ヤケ」という建物をあらわす

言葉がついて、「尊称＋建物」なので、せいぜい「立

派な建物」というぐらいの意味しかありません。文

献の中でいくつも、屯倉を置いた、というような記

事が出てきますけれども、そういうものの実態がど

ういうものであるか、考古学的にはどういうものが

当たるのかっていうことは、随分これまでも研究は

あるのですけれども、これも意見がわかれていると

いうことになります。ただ、文献に出てくる例でい

うと、先ほど出てきた郡の役所、富士郡の役所が東

平遺跡だと言うお話がありましたが、郡の役所のこ

とを郡（こおり）の屯倉と呼んでいる例もあります

ので、お役所的な物を屯倉と呼んでいるらしい、と

いうことを考えてよいかと思います。だから、屯倉

という言葉は今風に考えれば「お役所」といってる

ぐらいの意味なのかなと、とっておけばいいと思っ

ております。

　その屯倉が、実は日本の古代においては、ちゃん

とした郡の役所ができるまで、相当数各地にあっ

たらしいという事がうかがえる資料、証拠になる

史料がございます（史料 1）。これを説明を簡単に

いたしますと、大化 2 年、いわゆる乙巳の変のクー

デターが起こった翌年に、様々な新政策が発表され

ることになってますが、ここも大化改新があったか

無かったか議論が随分わかれているところですけど

も、記録の中でどんなことが出てくるかという中

に、ちょっと面白い屯倉を巡る議論があります。こ

れはどういう内容かというと、皇太子というのが中

大兄皇子、後の天智天皇、その時の天皇は孝徳天皇

で、その二人の間でのやり取りです。要は天皇が、

あんたが持ってる屯倉、あるいは部民ですね、名代、

子代という部民のことなのですが、そういうものを

いったいどうしようかという相談をしているわけで

す。

　「其れ群（むれむれ）の臣（おみ）連（むらじ）、

及び伴造（とものみやつこ）、国造（くにのみやつ

こ）」、これも実は地方豪族ですね、地方豪族たちの

持てる「昔在（むかし）の天皇の曰に置ける子代入

部（こしろいりべ）」っていうのが子代のこと、そ

れから「皇子等（みこと）の私に有てる御名入部」、

これが名代のことですが、そういう子代や名代、そ

れから「皇祖大兄」は彦人大兄皇子という中大兄か

らみるとおじいさんにあたりますが、その名代です

第 162 図　手工業生産地と王宮推定地
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ね、そして、その屯倉をどうしましょうか、昔のよ

うに置くのか置かないのかっていう事を尋ねた時

に、いやいや今や全ての土地や民は天皇のものです

からそういう物は返上しましょう、ということに

なって、最終的に中大兄が持っている部民 524 戸、

それから屯倉 181 所を奉るというように、中大兄が

おそらくおじいさんの代、彦人大兄などから、父親

が舒明天皇ですが、そこを経て継承してきた先祖

代々の部民や、この屯倉という物を献上するという

内容で、事実としていいのかなと思いますが、その

数がなんと、その一人の皇子が持っている屯倉の数

だけで 181 もあると出てきます。これは文献記録で

知られている屯倉の数とほぼほぼ同じくらいで、要

は文献に知られていない屯倉が無数にあったと考え

てよいだろうということをほのめかす数字だと言え

ます。文献の中には 6 世紀には、どこそこに屯倉を

置く、駿河でも唯一、稚贄屯倉（ワカニエノミヤケ）

を置くという記事がありますけれども、そういう事

実は実は氷山の一角であって、それ以外にたくさん

の屯倉が存在したと考えられます。現に地名を見て

ましても、そういう文献に出てこないけれど、ミヤ

ケという地名があるよ、というような場所が各地に

ありまして、そういう隠れた無数の屯倉があるとい

うことになります。ちょっと注意しておきたいのは、

「伴造、国造の所有る」ということですから、屯倉

は本来お役所のような、そこを中心に王権に奉仕す

るための拠点なんですけども、そういう物を豪族た

ちが持っている、豪族たちが管理をしている、とい

う事がこの記事からもうかがえます。ですから、屯

倉は、辞書的な紹介の中では天皇の直轄地とかいう

ように出ることがあるのですが、実際にはそうでは

なくて、もちろん王権に奉仕する拠点ではあるので

すが、実態は、その豪族たちがそこを管理している

ということはこの記録からも充分に読み取れます。

そういう理解でいくと、6 世紀代、いろんなところ

にたくさんの屯倉があって、それぞれの地域の豪族

達は、そこの管理を通して、王権に奉仕をするとい

うようなことを想像させる記録になります。

　実際にその屯倉という物が、6 世紀代どのように

機能しているのか、それがわかる事例についてお話

をしていきたいと思います。先ほど見た巨大な生産

地では、その生産者達は、部民として把握されてい

る人たちであったのではないか、ということが一応

想像されます。第 163 図は、大阪の陶邑の窯をドッ

トしているのですが、栂地区という地区が 6 世紀か

ら 7 世紀の中心地なのですけれども（第 15 表）、こ

の栂という字のすぐ右下くらいに「上神谷」と書い

た地名があります。これ「かずわだに」と読んでい

て、かつては「にわだに」と読んでいました。「に

わだに」の前はおそらく「みわだに」と呼んでいた

という地域になります。ですから、この栂地区、6・

7 世紀の中心地の一つですが、ここは「みわだに」

という地名で、しかもこの地域の有力豪族に神直

（ミワノアタイ）、ミワというのは上神谷の神と言う

字で、その神直がこのあたりにいたらしい。そうい

う須恵器の生産を神直、そしてその配下である神部

（みわべ）と言う人たちが、陶邑全体ではありませ

んが、しかし陶邑の重要な部分を担っていたという

ことがわかっております。また、桜井神社、これ桜

井の屯倉というのがこの辺にあったということがわ

かっているのですが、おそらくそういう生産も屯倉

が管理していたのではないかということを推測させ

る事例になっています。ちなみにこの陶邑で、7 世

第 163 図　陶邑窯跡群の分布と社寺

第 15 表　陶邑窯跡群の地区別基数

5 世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀
大野池 31 2 2 2 0
光明池 14 21 23 41 1
栂 22 38 36 22 0
高蔵 55 38 17 39 3
陶器山 11 38 12 15 11
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紀代、硯のような最先端の焼き物を盛んに焼いてい

たのは、この辺りです。

　同じように神（ミワ）の人たちが焼き物をやって

いたということがよくわかる例が、静岡県の湖西に

なります（第 164 図）。ここは湖西市の後藤建一さ

んが随分研究されていて、私もそれを引用している

にすぎませんが、稀有な資料が残っていまして、天

平 12 年の浜名郡輸租帳です（第 16 表）。奈良時代

の半ばくらいに、ここから税金を納めたという記録

が正倉院文書に残っております。どんな史料かとい

いますと、昔も台風の被害を受けて田んぼが流れて

しまったとなると、税金を免除してもらえますの

で、その税を免除される人のリストにあたる史料で

す。誰それの所は全損だからいらないよ、とか、あ

そこは半分、税金も半分だけ払ってくれ、みたいな、

そういうリストがたまたま帳面で残っているわけで

す。ですから、それによって、この地域に住んでい

た人はどんな名前の人たちか、ということを知るこ

とができます。そういう非常に稀な資料ですが、残

念ながら、この資料の中で欠けているのは、まった

く被害にあわなかった人で、それはここに書き上げ

る必要がないので、そういう運のいい人の名前は出

てこないことになります。これを見てましても、神

直、これですね、神人、神人部、やはりこの神って

言う字を「みわ」と読みますが、先ほど陶邑で見た

人たちが結構たくさんいるらしいということがわか

ります。実は一番多いのがこの「敢石部」と書いて「あ

えのいそべ」と読むんですが、「いしべ」ではなく

て「いそべ」で、ようするに海浜の魚とか貝とかを

採る人たちを「いそべ」と言います。ですから、こ

の一番多い人たちはまさしく浜名湖岸らしく、こう

いう海浜の生産に当たっている人たちだなあという

ことになります。そういう意味で、この須恵器の生

産をおこなっているのはその次にどうも多い神（ミ

ワ）の人たちじゃないか。そして彼らが祭る神社、

二宮神社、大神神社ですが、ここがこの新居郷にも

存在をしていますので、彼らがこの神社を祭り、ま

た須恵器の生産にあたってると考えてよいのかなと

思います。

　このように 6 世紀代には各地に生産地が出来てい

きますが、たとえば今見た大規模生産地である湖西

の窯について見ると、神部という人たちが中心に

なっていて、そういう部がついている部民、部の民

ですね、生産を行っている。そういう王権とのつな

がりというものが、こういうところからうかがえた

りするわけです。他にもこの神部に限って言えば、

牛頸であったり南加賀などで、神部の存在、美濃も

そうですが、うかがえる例があり、実は須恵器生産

には、神部だけでなくてもっといろんな部民が関

わっているんですけれども、その中でも神部の関与

というのはわりとメジャーな存在ではないかと思っ

ています。ですから先程、須恵器の生産が各地に広

第 16 表　「天平十二年浜名郡輸租帳」

　　　　　　　にみえる新居郷の住民

第 164 図　湖西窯跡群と大神神社

郷　戸 房　戸
神直 3 神直 1
神人 1 神人 1
神人部 3 神人部 2
和珥神人 2 和珥神人部 1
敢石部 18 敢石部 14
語部 5 語部 5
爪工部 2 爪工部 1
三使部 1 三使部 1
宗宜部 4 宗宜部 2
麻績部 3 麻績部 1
神麻績部 1 物部 1
伊福部 1 津守部 1
計　 44 計 31

117

6
・
7
世
紀
の
手
工
業
生
産
と
地
域
の
編
成
（
菱
田
）

第
1
節



がるというお話しをしましたけれども、広がってい

く過程で、その人たちは中央とのつながりを持った

部民というような、一定の役割を持って広がってい

るんだというふうに考えてよいと思っております。

こういう部のつく部民の人たちを統括する場所、管

理する場所に屯倉というものが存在していたという

のは先程の記録からうかがえますので、こういった

生産の背景には、どこかにやはり屯倉というものが

あると考える必要があります。

　今度はその屯倉の、実際に置かれた場所で、どの

ように地域の遺跡が変化しているのかということに

ついて、また遠くの事例で申し訳ないのですが、大

阪の北側の、高槻とか茨木と言っている京都・大阪

間にあたるエリアですが、そこでのお話をしてまい

りたいと思います（第 165 図）。ここに記録の中で、

史料 2 に示しておりますが、534 年に「竹村」と書

いて「たかふ」と読んでいますが、竹村屯倉という

ものが置かれたという記録が出ています。ここは、

そこに地名が出てくるので、御野原とか桑原とか、

そういう地名のおかげで、これが大体どこにあるか

というようなことがわかるエリアになっています。

そこで、このエリアに 6 世紀代にこういう屯倉が置

かれたということが地図上でわかるのですが、それ

が前代からとそれ以後でどう変化をもたらしている

のかということについて、見ておきたいと思います

（第 166 図）。屯倉の置かれているエリアの中心を安

威（アイ）川っていう一つの川が流れていまして、

この川の流域が一つの大きなポイントになります。

まず立地関係みておきますと、安威川の両岸ですが、

この辺りの灌漑水路というのは江戸の初めぐらいに

なって初めて記録に出てきますが、二本の大きな灌

漑水路が両側にあるのですね。それがこの安威川に

堰を作って、そこから水をひいて灌漑するというも

のです。これがいったいいつからあるのだろうかと

いうことがずっと悩んでいるところですが、この灌

漑によって潤わされる集落、両岸にあるのですが、

それらがいずれも 5 世紀の前半に、朝鮮半島からの

遺物などを伴って出てくるということがわかってい

ます。ちょっと大胆な推測にはなるのですが、こ

ういう灌漑がすすめられたのは、5 世紀の初めごろ

で、技術を持った渡来人の集落が登場するんじゃな

いかと推測しております。屯倉になるのはそれから

百数十年後のことですね。534 年のことです。その

時にどんな記録になっているかと言うと（史料 2）、

ここを屯倉にするにあたって二人の人物が出てきま

す。一人は三島県主飯粒（みしまあがたぬしいいぼ）

という人で、この人はもともと三島県主というよう

にこの地域の土着の豪族ですが、喜んでその土地を

第 165 図　三島地域の古墳分布
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提供した話になっています。もう一方ですね、凡河

内直味張って言う人はちょっとケチっていい土地を

隠して、それが露呈して大変叱責をうけて、後にこ

の屯倉の生産をおこなうにあたって、「丁（よぼろ）」

すなわち、農夫を出しましょうと言って、何とか罪

を償ったっていう記録が出てまいります。ですので、

この地域のもともと土地開発にあたっていた三島県

主、それから今度は凡河内氏という二つの豪族達が、

一方は喜んで、一方は渋々、屯倉に土地を提供して

いる、そういうことがわかります。

　その後この地域はどんな風に変化していくのかと

いうのを見てみますと、横穴式石室をもつ古墳が 6

世紀半ばぐらいに突如出てまいります。一つは南塚

古墳（第 167 図）、一つは耳原古墳（第 168 図）で

すが、そして同時に、この時期、7 世紀 8 世紀にお

そらく住んでいた豪族たちと言うのは、地名を持っ

ていることでわかるのですが、中臣氏の一族がこの

辺りにその後住んでいるということがわかります。

　ですから屯倉の設置を契機として、この場合、こ

こを担う豪族の変化があり、そして古墳では横穴式

石室が現れて、いままで古墳の空白であったところ

に、耳原古墳であったり南塚古墳が登場してくるこ

とになります。このように、どうも古墳の動きとい

第 166 図　安威川と用水路

史
料
2　
　

竹
村
屯
倉
に
関
す
る
文
献
史
料

第 167 図　南塚古墳石室実測図（1:120）

第 168 図　耳塚古墳石室実測図（1:400）

第 169 図　三島地域の古墳編年
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うものが地域の編成のされ方とリンクしています。

そして、ここの場合、屯倉を作るということが記録

にあるので、その変化の背景が屯倉の設置であるこ

とがわかる、という事例になります。

　同じようなことは吉備でも言えますが、ここは時

間の関係で省略しますが、こうもり塚古墳という横

穴式石室を持つ巨大な古墳が成立する背景に、白猪

屯倉（シライノミヤケ）とか児島屯倉（コジマノミ

ヤケ）があるだろうと常々推測されています。

　次にもう一つ別のパターンをお話ししていきたい

のですが、屯倉の設置を契機にして地域の開発が進

む事例を見ておきたいと思います。第 170 図は兵庫

県の真ん中にあたりにある多可町と呼んでいるとこ

ろですけれども、妙見山っていう美しい山の麓で

300 基くらいのたくさんの古墳が築かれました。首

長墳は南麓の東山古墳群です。ここに大型の横穴式

石室が集中しております。

　ここは風土記にも出てきまして、大海山という山

がこの地域の中に出てきていて、これは明石の郡、

播磨の沿岸部の大海の里の人がここへやってきてこ

の山の麓に住んだので、大海山（おおみやま）と言

うということが記されます。大海山の比定地と、先

程見ていただいた妙見山の裏にありますが、もとも

と妙見山が大海山でいいんじゃないかなと思ってい

ます。そういう移住の記録が先程の風土記の記事に

残っているのではないかと考えております。

　古墳では 6 世紀の終わりから 7 世紀にかけて、大

型の横穴式石室が次々に作られております。

　この地域、先程も中原古墳群やその前段階の古墳

からですね、集落との関係が議論がありましたけれ

第 170 図　妙見山麓の古墳群と寺所窯跡
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ども、ここも古墳と集落との関係をみていくと非常

にうまく連動しておりまして、6 世紀の終わり頃か

ら集落もたくさんできて、すなわち、人がたくさん

住み始めて地域の開発が進むことと、古墳が集中し

て築かれるということとが、どうも連動しているら

しいということがわかります（第 171 図）。たくさ

んの古墳が集中するのは妙見山の山裾になります

が、そこから見える範囲の中にどんなものがあるか

と言いますと、先ずは古代のお寺跡、さっきも三日

市廃寺の話がありましたが、ここは郡の名前をとっ

た多哥寺。多可郡という郡の中心部になるのですが、

いまもお寺さんがあって、もともと多哥寺だという

伝承を持っています。そして、そのすぐ隣に郡の役

所跡、郡家（ぐうけ）といいます。こちらでは東平

遺跡でしたが、それはやっぱり同じようにお寺のす

ぐ近くにあります。

　多可郡の郡家では巨大な井戸も見つかっていて、

井戸にはやはりシンボリックな意味があるのかなと

思っています。そして、もうちょっと南の安坂・城

の堀遺跡（あさか・じょうのほりいせき）というと

ころでは、馬に引かせる犂（カラスキ）という農具

があり、これは人が耕すのではなくて牛あるいは馬

によって耕すという当時の最先端の農具が導入さ

れているわけです（第 173 図）。そういう地域の開

第 171 図　妙見山麓の集落の消長

第 173 図　安坂・城の堀遺跡出土の犂と復原図第 172 図　東山古墳群遠景
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発が進み、古墳の主というものがそのまま後に郡の

役所の長官、郡の大領といいますけども、そういう

長官になったことを示す事例ということがわかりま

す。

　郡ができるのは、早くは大化の頃に「評」という

のがあったっていうことになって、それが後の郡（コ

オリ）の原型だとされています。それ以前はどうだっ

たのかということになりますが、ここもやはり先程

見ましたように、6 世紀の終わり位からは人が住み

始めて、盛んにこういう開発をやっています。古墳

もその時期の人たちのものがあります。おそらく、

そういう人たちが拠点にしていたものが屯倉ではな

いかと言えそうです。

　というのは、第 174 図は平城京の左京二条大路の

濠から出ている木簡なのですが、奈良時代の木簡の

中に、播磨国多可郡中郷に三宅里というのがあると

いうのが出てまいります。ですので、地名でしかあ

りませんけれども、この中郷というのがだいたい多

可町の中村なのですが、その中に三宅里というのが

あったということになり、どうももともと前代に

あった屯倉が地名として残っていることを示す事例

と考えてよいと思います。ですから、郡の役所が出

来る前にそういう屯倉を拠点として開発をおこなっ

ている、そういう姿がこの地域の成果から見えてま

いりました。

　ちなみに第 175 図は多哥寺の後身で、現在も量興

寺さんというお寺さんがあるのですが、そこが持っ

ている中世の文書です。その中に中世初頭位に書か

れた寺領図のようなものがあります。伝承としては

推古天皇御願とあって、これは疑わしいということ

になりますが、しかし 7 世紀から存在していたお寺

は瓦が出ていることは確かです。ここで面白いのは、

第 175 図　量興寺寺領図 第 176 図　多哥寺の位置

第 174 図　平城京左京二条二坊五坪二条大路

濠状遺構（北）出土木簡

播
磨
国
多
可
郡
中
郷
三
宅
里

日
下
部
漢
目
庸
米
六
斗
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このお寺の周囲の地割に、誰がここを今耕している

かというようなことがずらっと書いてあるのです。

ちょっと小さくて見えにくいのですが、いずれも返

すべしって書いてあります。お寺が真ん中にあって、

周囲のこの八区画がお寺の寺領、寺の田んぼです

ね、寺田であったという事を示していて、おそらく

誰かよその人がこうこう今持って耕していて、本来

はうちの土地だから返すべしって言うようなことが

書かれているのです。返すべし返すべしってうるさ

いくらいに書いてあります。こうやって、その 1 町

の四方の中の何反が誰それの分、何反は誰それの分

みたいに書いてあるのですが、ほぼほぼみんな周り

は取られているなって感じがわかります。ただ、こ

こからわかることは何かと言うと、こうやって地域

の真ん中にお寺を建てているのは誰かというと、こ

れはやはり豪族、大型横穴式石室の被葬者あるいは

その子孫と考えていいと思うのですね。巨大な古墳

を作った人たち、次の時代はお寺を造っていきまし

た。何故作っていったかというと、一つには、こう

いう形でもともと自分たちの持っていた土地を寺の

田んぼという形にして残していくことがあげられま

す。それ以外にも、もちろん郡の役人になれば、職

田って言って郡の役人の分の、これもかなりの面積

なのですが、田んぼを持つことができます。ですか

ら地方の豪族たちの保命策として、自分たちが開発

してきた土地というものを寺田にしたり、あるいは

郡司の職田にして保っていく、そういうような狙い

もお寺作りにはあったんだということを、これは示

す事例になります。ちなみにこの多哥寺を現在の地

割に置いてみても、ほぼほぼこの地図と同じような

方眼、ここ八区画、お寺もあわせて九区画ですね、

ここに復元することができまして（第 176 図）、こ

ういう古代の姿が中世の文書に残り、現在の地割か

らも確認できるということになります。

　私は、この地域の展開と、先程佐藤さんのほうで

お話のあった富士郡の地域の展開は、かなり似てい

るという気がいたします。そういう地域の開発とい

うものが進められる中で、どこかにおそらく屯倉の

ような施設があり、それを管理する人たち、それが

次々にお墓を作っていった。そういうような現象が

第 17 表　駿豆の須恵器窯跡の消長

第 177 図　東海地方の主要な須恵器生産地

国 郡 5ｃ 6ｃ
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豆
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ここ富士郡でもあっただろうと思います。このエリ

アの開発の結果、7 世紀になって富士郡という形で

領域が設定されていく中で、郡の役所、そしてお寺

が造られ、また豪族たちはそこに関わっていくとい

う歴史がみえてきそうです。日本古代の地方制度の

面白い点は、そういう地方制度ができたときに新し

く派遣されて誰かが来るのでなくて、もともとの地

元の有力者が郡の役人になっていくというところが

最大の特色です。ですから、それまでの地域の有力

者が郡の役人になっていったと考えてよいわけです

が、その前の段階にどんなことをしていたのかとい

うと、今お話しして来ましたように、郡と同じよう

な地域の核になる施設、屯倉のような施設を管理し、

そういう屯倉の管理を通して、王権と繋がり、ある

いは、そこと行き来するというようなことができて

いたのではないかと考えています。実は屯倉などを

考えていく時に一つヒントになるのは、焼き物の窯

だろうと考えております。先程、5 世紀から 6 世紀

に広がるって言いましたが、6 世紀の間にも須恵器

の窯は随分ありますが、わりと短命な窯が多いので

す。屯倉の場合は、実はかなり手工業も関わってい

るということがわかっていまして、先程紹介した吉

備も実は鍛冶生産とか須恵器生産が屯倉を核にして

行われていたと推測されています。播磨の多可郡で

も、須恵器の窯が同じ平地の北寄りにあり、地域の

中で生産が完結するような様子というのがこの屯倉

の時代に見られるわけです。

　これを参照すると、実は静岡県というのは、こ

の 6 世紀から 7 世紀前半ぐらいの、屯倉の時代と考

えている時期に、小規模な窯があちこちあるのです

ね（第 17 表・第 177 図）。こういう場所はいずれも、

その後の郡の役所なんかと関係してこないかなと、

思っております。そして、結果としては、湖西の窯が、

奈良時代には巨大になってきますのでどの窯もそれ

ほど続かないんですね。7 世紀の中でぽしゃってし

まうのですが、しかし、あえて各地域地域に窯場を

設ける理由というのが、そういう屯倉なら屯倉の完

結した世界の中で手工業を一通り取り揃える。そう

いうような動きがあったと考えていいとこの分布か

ら見ております。

3　地域開発と豪族の交通

　最後に、屯倉の時代、つまり 6 世紀から 7 世紀前

半にかけての時期というのは、各地の豪族達が頻繁

に都と行き来をしているのではないかと考えます。

当然、郡ができてからは、飛鳥時代、奈良時代には

たくさんの貢物、先程の布がまさしく税の一つです

が、そういう税が都へ送られたり、あるいは都から

の使節が頻繁にやってくるというのは、飛鳥、奈良

時代の、古代の一般的な交通ですけれども、その

原型のようなことはすでに 6 世紀には始まってい

ます。もっと古い事例では、埼玉稲荷山の鉄剣銘

（第 178 図）に出てくる「獲居臣（オワケノオミ）」

という人が出てまいります。この人物が「杖刀人

首（じょうとうじんのおびと）」、まあ武人でしょう

か、こういう一つの役職としてずっと王権に仕えて

きたということを言って、「獲加多支鹵（ワカタケ

ル）」ですから雄略天皇の時に、天下を左治した、

助けたというようなことまで言っておりますが、埼

玉の、おそらく豪族の子供っていいますか、が若い

頃こうやって王権の、王宮に出仕をして、そこで働

いたというようなことの記念だというふうに、ここ

では申し述べているわけです。後には、そういう制

度は、舎人という制度として確立していくのですけ

れども、各地の豪族たちの子供たち、あるいは若い

人たちが都へ出て働いたり、あるいは豪族そのもの

も都と行き来するというようなことが頻繁にあった

だろうということが、こういう事例から推測できま

す。その結果と言ってもいいかもしれませんが、そ

れぞれの豪族達が屯倉を管理するようになり、そこ

を通して王権に奉仕してますことになるのではない

でしょうか。「奉事根原」と言う言葉が鉄剣銘の最

後の部分に出てまいります。そういう、王権に仕え

るという意識の中で、各地の豪族たちの拠点形成

や、王権との交通が進んだというふうに考えてよい

と思っています。

　その中で彼らは様々な物を入手します。中でも、

刀・鎧・弓矢、こういう物は必須のアイテムであっ

たということがわかります。第 18 表は、文献記録

からおこしたものなんですが、ずっと下って 7 世紀

になると、豪族たちに対する武器武具を与えたリス

トです。一番上にあるのは、天智天皇三年に、大き
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な氏の氏上に大刀、小さな氏は小刀、それ以外の、

これ地方豪族たちですが、伴造等の氏上に盾と弓矢、

みたいなものがでてきますし、豪族たちが配備すべ

き武器などで必ず大刀とか鎧とか、そして弓矢がで

てきます。ですから、この王権に仕える、そういう

人たちがそれを示すアイテムとしてたくさんの武器

を持つ、そういうことは当然必要であったのではな

いかと思っています。

　中原 4 号墳において、大刀がありますし、それか

らもう一つ、弓矢も矢の数がやはり非常に多い。こ

れは大きな特色でして、矢筒に入った矢こそが矢一

具とされるものであって、これは単に多いと言うだ

けでなくて、おそらく溶けてしまった有機質の矢の

矢筒があったんだろうと思うのですけども、そうい

うちゃんとした矢を持っています。そういうような

ところからすると、やはり地域を代表する豪族で

あったんだということを示すアイテムではないかと

いうように思っております。

　その人物が何故、このやや小ぶりな石室に入って

いるのか。これは非常にアンバランスで、これだけ

の立派な副葬品が、何故このちょっと小規模な、見

過ごしてしまいそうな石室の中に入っているのか、

またみなさんのお話を聞きながら被葬者像を描くこ

とができたらいいな、というように思っております。

おわりに

　なかなか地域に即した話ができなくて申し訳ない

のですけれども、しかしここの古墳群で見えてるこ

とというのは、6 世紀から 7 世紀の列島社会の動き

を見ていく中で、かなり一つの典型になる、大きな

足がかりになる事例ではないかと思いました。その

背景には、この類稀なる資料ですね、これだけのも

のが荒されずに全部残されてくれていたことがあげ

られます。またこのロケーションですね。これまた

いろいろ検討が進めばと思うんですけれども、先程

お話にあった伝法沢川などとか、明治の地図をのせ

てみると、まさしくこのエリアから麓側がずーっと

田んぼになっていて、古墳があるとこから上側が台

地になっています。そういう、ちょうど肥沃な台地

の下の部分を灌漑していく開発っていうものが、お

そらく、この 5 世紀から 6 世紀にかけておこなわれ

て、そういうものを通して王権と繋がっていく地域

の有力者像ってものをみることができるわけです。

その姿と、そしてここはもう一つ大事なポイントと

して、東海道に面する、つまりメインストリートに

もあたる場所であります。そういう二つの要素とい

うものが、この地域性を考えていく上で非常に大き

なポイントになると思っております。そういう意味

でもここの富士市の地域、旧富士郡でどんな地域編

成がおこなわれてきたのかということを知ることが

できる格好の機会に、今日はなるのではないかと思

います。これからの話に私もぜひとも参加させてい

ただいて、豊かな地域史、そしてそれをまた列島の

歴史の中にしっかりと位置づけていくということが

できればうれしい、と思っております。

　つたない発表で申し訳ありませんでしたが、この

エリアを理解するための背景になるような話をさせ

ていただきました。ご清聴ありがとうございました。

第 178 図　埼玉稲荷山古墳鉄剣

第 18 表　豪族の武具武器の装備
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年 西暦 月日 対象 武具・武器

天智天皇三年 664 2 月 9日
大氏之氏上 大刀
小氏之氏上 小刀
伴造等之氏上 干楯弓矢

持統天皇七年 693 10 月 2日
浄冠～直冠 甲一領。大刀一口。弓一張。

矢一具。鞆一枚。鞍馬。

勤冠～進冠 大刀一口。弓一張。矢一具。
鞆一枚。

文武天皇三年 699 正大弐～無位 弓矢甲桙及兵馬。各有差。
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　本論は、平成 30 年 1 月 21 日、富士市役所において開催さ

れた『平成 29 年度 中原第 4 号墳出土品 市指定文化財記念シ

ンポジウム　中原第 4 号墳の被葬者に迫る』における講演内

容を文字化し、当日配布資料やパワーポイント資料などを用

い、再構成したものである。

　なお、当日の資料集は富士市役所のホームページで公開さ

れている。
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